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� 熔岩ガラス

ハワイ島の玄武岩質熔岩は「パーホイホイ熔岩」

と「アア熔岩」とに分類される．

ハワイ島の熔岩には成因に応じて温度が高い

（�����������．������というデータもある．）もの

がある．従ってそのような熔岩のあるものは噴出し

たときに液相だけから成り，急冷されると玄武岩ガ

ラスをつくる（パーホイホイ熔岩）．流れ出したと

きに表面が先ず薄く（熔岩が黒いために内部の放射

冷却が遅い）固化した後で内部が流動するので，表

面が多重の皺を作り，縄束を拡げたような外観を見

せる．そのため �	
��� �	
�������などと形容され，

「縄状熔岩」，「餅状溶岩」と訳される．

結晶質を含む熔岩は「アア」と呼ばれ，これは「粗

く小さい棘が密集して凹凸に富む．ガラス質だが多

孔質で砕けやすい．「火山の事典」��）」．ちなみに

パーホイホイ熔岩は「平滑なガラス質」��）である．

これらの名前は今では普通名詞で，他の火山の溶

岩にも適用される．

熔岩は粘度が低く，水・ガス含有量が少ないので，

突然に大きいガス爆発をする恐れは小さいが，地下

水と遭遇しての水蒸気爆発はある．熔岩自体の圧力

による噴水状の噴出もあるし，熔岩の長距離の流下

による人家・集落の損害がときに深刻である．
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� 「ハイアロクラスタイト」

このほかに熔岩起源のガラス質地質として，大量

のハイアロクラスタイトがある ��）���）．

海水中に熔岩が噴き出して「枕状熔岩」になり積

み重なるが，その表面部分は急冷されてできたガラ

スである．これらが水砕・堆積して「ハイアロクラ

スタイト」を作る．従来は島の地質は枕状熔岩から

成ると考えられていたが．今は，ハイアロクラスタ

イトが主だ，という考えが説かれている �	）．

ハワイ島でボーリングするとマウナロアに属する

ハイアロクラスタイトに次いでマウナケアのものが

検出される．両山のクラスタイトは成分から区別が

可能であり，また浅いところで噴出したものは水含

有量小（噴出時に逃れ去る．），深いところに噴出し

たものはその逆，と言うことから，ボーリングをし

て各所・各深度のハイアロクラスタイトを得て解析

すると，ハワイ島の地質史・成長史を知るための有

力な資料となる．

ハワイ島は，噴火口が海面付近にあって噴火して

は崩壊する，という繰り返しの過程で成長した期間

が長かった，と推定された ��）．

ハイアロクラスタイトの他の成因は，熔岩が積雪

または氷河の下に噴出した場合である．このような

ハイアロクラスタイトは氷河期の印になる �	）．

� 日本のハイアロクラスタイト

類似のことはハワイ諸島の他の島々でも，また日

本の火山諸島にもあると予想される．

ギリシャ語の「ガラス（ヒュアロス）」に起源があ
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る「ハイアロ」を要素として持つ岩石鉱物学用語の

例として，「ハイアロクラスタイト !"���
#�������� 直

訳：「ガラス質水砕岩」）と“"
�
$����� 	
#� !「完全

ガラス質岩石」，黒曜石・真珠岩・松脂岩などの総称%

”とを本誌に引用したことがある ��）．しかし，日本

産のハイアロクラスタイトに関する筆者の知見は今

まで無かった．最近，鈴鹿市考古博物館がその地域

に見られるハイアロクラスタイト製の弥生時代石器

について図録で触れている ����．三重県員弁川の支

流青川に石が産出し，員弁郡大安町の宮山遺跡が石

斧の生産遺跡である．濃尾ないし伊勢平野にかけて

ハイアロクラスタイト製石斧遺物が分布している．

もう一つの例は神奈川県大磯丘陵の東縁，湘南平で

泥岩中に枕状熔岩とともに挟まれたものである ����．

浅い海底に堆積した地層で，近くに海底火山があっ

たものと推定される．

�� 熔岩系列と「玄武岩ガラス」

筆者の熔岩ガラスの理解は次のようなものであっ

た：

熔岩には化学組成から

　玄武岩&安山岩&デイサイト（石英安山岩）&流

紋岩

と言う系列がある．マグマから直接にできた玄武岩

からは�結晶の析出，除去の過程の繰り返しにより

酸化物組成ではシリカが多くなり，上記の系列を右

へ辿る．玄武岩に近いほど粘度が小さく結晶ができ

やすいが，流紋岩に近いほど粘度が高く，結晶析出

が遅く，ガラス化しやすい．流紋岩質熔岩からは黒

曜石のような「完全ガラス質岩石」が得られやすい

が，玄武岩質熔岩は，飛滴になって急冷されたよう

な特別な場合でないと，ガラス化しない．

しかしこのような見方は，キーラウエアのカルデ

ラに立ち入ったときすぐに誤りだと気付いた ．

後記のようにパーホイホイ熔岩が流出して固化し

て，（小粒・小片・薄膜・細線ではない）マッシブな

玄武岩ガラスになっていた．

これに対して日本の熔岩は，海溝に沈み込む海底

地殻から大陸地殻へ水が供給され，大陸地殻物質の

融点が下がり部分溶融してできる，と考えられる !図

�� �� % ．従ってハワイの熔岩よりも低温であり，融

け残りの結晶を含みやすいから，天然には玄武岩ガ

ラスができにくい（工業的には玄武岩からガラス質

の岩綿が作られているけれども）．

ハワイと日本の伊豆・箱根地方との熔岩の異同（「ソ

レアイト質（カルク・アルカリ岩質）」か「アルカ

リ岩質」か）について，一昔前に複雑な議論が交わ

されていた時期がある ��）．学史的にみればその後

にこれらの定義が変更された時期があり，さらに細

かい議論としては，結晶質を形成して振り落とした

時の残液が，シリカに富むように変わるものと，そ

の逆とがある，とされ，日本とハワイとの火山岩の

違いが議論される例があった．

しかし，当時は日本の熔岩も，ハワイのそれと同

じくマントルからあまり変質せずにできてきた，と

考えていて，その間の違いを論じていた．これに対

して最近は「マウナロア・キーラウエア・ロイヒは

ソレアイト質，マウナケア・コハラ・フアラーライ

はアルカリ岩質が上部を覆っている �）．」，あるいは

「ハワイ諸島では初期のマグマはアルカリ岩系，火口

が海面上に出ると穏やかに流れるソレアイト系であ

る ��）．」，「ロイヒ火山はソレアイト段階・アルカリ玄

武岩段階・ネフェリン岩段階を経てきている ��）．」�

「キーラウエア火山は海底噴火の時代はアルカリ岩

質で，その上側をソレアイト質熔岩が覆う ��）．」な

どとした論文があるので，日本とハワイの熔岩の比

較には，議論の立て方自体からの再検討が必要だと

思う．

�� 「ペレ」と「マーウイ」の島々

ペレは「多くの形を持つ創造の力」という修飾語

を持つ女神であり，明らかに火山あるいは熔岩を擬

人化したものである．溶岩流はペレの怒りの手とみ

なされる．彼女は初めは諸島の西端のニイハウ島に

いた �）が，洞穴を造って安住すると海の邪神に家を

壊されて追われ，その繰り返しで島から島へと追い

立てられた．いまはハワイ島にまで来て，キーラウ

エアカルデラ中のハレマウマウ火口がその棲み家で

ある．

この神話は地質時代からのハワイの島々・火山・

熔岩の成り立ちと性質とを，偶然とはいえ巧みに表

現していることで興味深い．ハワイ群島の島々は古

いものほど西北方にあり，西北端はニイハウ島だと

言える．それより古い島々は浸食されハワイ海嶺の
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海山，珊瑚礁などになってしまった．島々を作る火

山活動が見かけ上順次東に移り現在はハワイ島で活

火山の活動が続いている．熔岩は屡々熔岩トンネル

や洞穴を作り，これはまた崩壊しやすい．

熔岩流が長く伸び，その表面が冷却・固化してか

ら内部の液相が流出すると洞穴やトンネルになる．

トンネルも洞穴も壊れやすい．後からトンネルの中

に流れ込んだ熔岩は冷却しにくく，長い距離を流れ

て災害をさらに増やす．熔岩だけでなく噴火口自体

も亀裂帯上をあちらこちらと遷る．海中での噴火も

観測されている．

現在でもペレの血統を引くと信じられている原住

者の家系により尊崇の儀式が行われている．

伝説の他のバージョンでは，彼女は火山の男神が

キーラウエアに居るかどうか，を見るためにときど

き島に帰ってくる，としている．

もう一つ漁師マーウイの物語がある �）．彼はくい

なの鳥を餌にした釣り針で海底を釣り上げて大きな

島を作ろうとした．その時クイナの羽の片方を隠さ

れたので，小さい島の列しかできなかった．

マーウイ島がかって今より大きな島「マーウイ・

ヌイ」であり，沈降して現状のように周辺の小さい

島々と分かれた �），という地質時代の過程とこの物

語にも，偶然の符合がある．

神話のバージョンは他にも多くある．

�� 島々の旅

ハワイの島々は動く海底地殻（速度は ��）�'イン

チ �）(年とされる事が多い）の上にできたものであ

る．今ハワイ島はホットスポットの上にあり，陸地の

岩は ���万年前よりも若い．諸島の北西端に近い島

ほど古いが，それは ���万年前と算定される．それ

より古いものはハワイ海嶺となっている．その先の

ミッドウェーの島々（'���万年前）は海面上に残っ

ているが，さらにそれより古い火山群はカムチャッ

カ半島へ向けて整列する「天皇海山（明治・天智・

神武・大覚寺などの名前が付く．）」列になっている．

他方でハワイ島の東 '��)にはロイヒ海底火山が

噴火を続けていて，��万年後には海面に顔を出すと

予想される．

このようにしてできた島や火山の他に，後に「若

返り噴火過程 !	�*+,�����
�% 」でできた地形や島が

ある．ダイヤモンドヘッド，パンチボウル（いずれも

オアフ島にある．），カウラ島（ニイハウ島の近く），

モロキニ島（マーウイ島の近く）がその例である．

ハワイ島（ハワイ諸島も）が西へ移動しつつある

ということは，ガイドツアー（後記）に参加したと

きのガイドさんも強調していた．このことを意識し

ている島の人々は多いのではないだろうか．

ハワイの動きについてのもう少し詳しいデータを

挙げる ��）．

複数の電波望遠鏡を干渉計として使い，電波天体

（クウェーサー（「準星」））を観測して電波アンテ

ナ間の相対位置を精密に決める方法によると，カウ

アイ島と茨城県鹿島との距離は年間  �'#)縮まって

いる．また西ヨーロッパを基準としてハワイの位置

の絶対変位を見る方法では年間 ��#)強とされ，し

かもこれは世界中で最も速い値である ��）．現地で

「年間 �ないし 'インチ」と言っているのは誇張で

はない．

�� 熔岩さまざま

米国ではセントへレンズ山が最近に大爆発した火

山として知られている．その熔岩はハワイ諸島とは

対照的に流紋岩質（シリカが多い．）である．これと

ハワイ諸島の玄武岩質熔岩の酸化物組成とを比較し

た例を表 �に掲げる �）．

表 � 火山灰の化学組成 !重量-% の比較文献 ��）に

より概略を示す．

ハワイの火 セントへレンズ
の平均値 火山の平均値
（玄武岩質） （流紋岩質）

���� �� ��
����� 	
 	�
��� 		 �
�� 	� �
��� 	� �
���� ��� �
��� ��� 	�

���� ��� ���
その他 	�� 	��

セントへレンズ火山などの「大陸性火山」の熔岩

はシリカを ��ないし � -含み，小アンティル諸島

マルチニク島のプレー火山では純粋なシリカの岩塔

 � ����	���� �����	���
� �
���� �
���（��� ）



◎連載

が立った，と記す本 ��）があるが，シリカが多すぎ

て信じにくい．珪砂の堆積層が熔岩の熱で軟化・焼

結・放出されたものであろうか．����年のプレー火

山爆発の経過の詳細と，火口から '��)を超える高

さの岩塔が立ち上がった情景は確認できる ��）けれ

ども．

�� 緑砂海岸・黒砂海岸と白砂海岸

ハワイの熔岩はマントルの物質そのものではない

が，マントルから直接に導かれたものである．従っ

てマントルの構成成分と考えられるぺリドート（半

透明で淡黄緑色の貴石．鉄かんらん石と苦土かんら

ん石との固溶体）を含んでいる．この粒が洗い出さ

れ海岸に堆積すると「緑砂海岸」を作る．緑砂海岸

が今は島の南端部にできている．

ハワイがペリドートを使った宝飾品を観光土産に

しているのはもっともなことである．しかし「ハワ

イにおいてはペリドートの産出は確かにあるけれど

も，製品化されるような原石の産出は全くない．ハ

ワイ土産品としてペリドート宝飾品を目にしたら，

その原石はアリゾナ産と見てほぼ間違いない ��）．」

というのも他の一面であろう．

かんらん岩（ペリドタイト）の融点についてのデー

タがある．地表では �'.�/，地下 ���)では ��.�/

である ��）．

他方で「黒砂海岸」もある．熔岩が海に流れ込み，

黒ガラス質の砂になっているものである．海水中で

は砂表面での光の乱反射が小さいせいか，普通の黒

砂よりも確かに黒く感ずる． 黒砂海岸は不安定で，

短ければ数日，永ければ数十年をかけて，砂が流さ

れ去って消える．

キーラウェアの熔岩が流れ込んでいる部分には黒

砂海岸が長く繋がり，沖の '���)の深海中にもガラ

ス砂が堆積している �）���）．また他地域の ����)近

い深海でも同じである．このことは深海研究船「シ

ンカイ」・「カイコー」を使った日米協同の調査で知

られた �）．

ハワイ島の周囲には地滑りの堆積物が広く厚く分

布しており，島が噴火と地滑りとの繰り返しで成長

してきたことを示している．ガラスはシールド（楯

状地形）形成期のソレアイト質であり，アルカリ質

熔岩がそれを包んでいる．

実見はしていないが，地図上で西岸にに �0$���

1��2 3��#$ 4�	� !5�������	��� 1��2� 3��#$% と

記した地点がある．珊瑚礁起源の砂のためであろう．

カイルアの海岸でも黒い熔岩の磯の先が白砂の浜で

ある !図 �% ．

�	 高層気象観測所

マウナロア山の標高 ''�')の地点に観測所があ

る．かっての富士山頂の観測所の高さに近い．ここで

の永年の観測で大気中の �6� 量の変化が記録され，

早くから近年の増加が確認された．以前にはメート

ル原器の長さを光の干渉現象を使って検定する場合

に，ここの大気組成変化のデータが引用された．今

はメートルの定義が変わり空気の屈折率とは直接の

関係はなくなった．����年の噴火（マグマ量  ��)

立方）後に観測所に �&字型の防壁が設けられた．

�
 「オキナー」と「カーハーコ」��）

現地で入手した資料では，地名・動植物名を初め

とした現地語起源の言葉に � 7  !7
���8�% と � & 

!/8�$8��
% の表記を屡々見かける．

後者，カーハーコは母音の上に付ける長音符で

ある．西欧語の �)�#	
�（長音符）に起因する

�)��
��の名でも呼ばれる：

�8�$
�$
�（パーホイホイ熔岩），/8���9��（キーラ

ウエアカルデラ），���8���（友達），�8
�+�（助け），

�8
（夜），48+
9����（パンチボウル），�8��8�（鵞鳥

の一種．ハワイの州鳥）．

カーハーコが二つ続く例：/8�8
���（南コナ郡の

地名）

オキナーは「声門閉鎖音 !���
���� ��
�%」��）ま

たは「息を切る !�� :	��� �� �$� :	���$%」��）と説

明され，印刷では � 7 （コンマを倒立させて母音の

左肩に置く形）で表わされる．これは日本語の促音

に近いらしい．子音の一つとして分類する ��）考え

方もあり，従って母音の前に置かれる：

��7�$�+� "�9��7�，67�;+，/�+�7�，�
�
��7�，

<���7�，/�$
7
��9�（以上いずれもハワイ諸島に

属する島の名），"���)�7+)�7+（ハレマウマウク

レーター），��7�
（伝説），��7�（楽しみ）78
$�7�!
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◎連載

樹の種類%．

語頭に来る場合の例：

7�78�（アア熔岩）7
$���（家族），7=7���7�（灌木

の名）

長母音とオキナーとが隣り合う場合の例：

<8�7�$�（ダイヤモンドヘッド），�
�+78�9�
9�


（マウナロア火山のカルデラ），78
$��
（果実を付け

る灌木，またその果実）

二つのオキナーに短母音が挟まれる例：7�7�9�（長

くて曲がった嘴を持つ赤みの多い鳥．�	��� ;
	���

$
��� #	����	）

二つのオキナーに長母音が挟まれる例：7 867
����

（西北岸の地名），4+7+7 8678
（プウウオオ火口）

これらは �3��� 
; "�9���� �>��,�	���� 
;

"�9���などの場合には表記されないらしい．また

地図の場合，表面の全体図にはオキナ，カーハーコ

を記すが，裏面の拡大図には省いている例がある．

�"�9��7�は恐らくここに辿り着いたポリネシヤ人

の原故郷の名前から来たとされる．諸島に初めて到

達した人類は =� 5� ���年頃のマルケサス島民であ

り，第二次の移民は=� 5� ����ないし ����年ごろ

のタヒチ島民であったと考えられている ��）．このよ

うな年代が推定された根拠を知りたいものである．

その他に，�$
�
� は湾又は谷を示す接頭辞であ

り，「ホノルル」がその用例であろう．

��=>/=（山に向かって）と�=/�（海に向

かって）とは道端に立つ案内図に使われた．島の周

囲を巡った地域て生活する状況では北(南による表

示よりは便利だと感じた．このような表示の左右の

方向は地名を記していおり，コナで実見した例では，

山に向かって右は �/=>，左の方向は �/6"=<=

（火山の名と同じ）であった．������2�9�2�（全島）

という言い方も珍しかった．

�� 「アロハ！ステート」

米国の各州はそれぞれニックネームを持つ．例え

ばニューヨーク州は「エンパイアステート」，カリ

フォルニア州は「ゴールデンステート」など．ハワ

イ州は「アロハステート」（および �4�	�2��� 
; �$�

4�#�?#）である．道で擦れ違ったときに声をかけら

れて，「なんですか？」と聞き返すと「アロハ！と言っ

たんだよ」と返えされた．

ホテルのロビーに「リリオカラニ !��'�����.% 」

と表示された肖像画があった !図 ��% ．

図 �� リリオカラニ女王の肖像

カメハメハ王朝最後の女王で「アロハ・オエ」の

作者に違いないだろう．女王は主権の取り戻しに熱

意を示していたが叶わなかった．市内に元王族の居

館があり，州記念物として公開されている．海辺の

庭に多くの女性が集まって民俗ダンスの練習をして

いた．

地図にはカメハメハ一世の生誕記念地と想定埋葬

地とがある．

�� プウウオオ火口

現在活発に噴火活動をしているのは，キーラウエア

カルデラから東方に延びる亀裂帯 ��$��� 
; #	���	�

上のプウウオオ火口である !図 �% ．熔岩が ���)も

噴き上がっていた時期があった．

火口ができ始めた時点で，その位置が地理学者が

持っていた地図の �
の字に近かった．ハワイの原

住者社会と相談して火道を � 7 8678
 ，噴丘を土着の

森の鳥の名から4+7+7 8678
とした．この鳥の羽は首長

がマントを飾るために使われる．長老たちはこの考

えと違い 78
7
を鳥の名前とし，また別の人達は 
7


を「完全な」・「成熟した」の意味と解している �）．
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◎連載

�� ガイドツアーから

ハワイ島にも当然観光関連の会社がある．観光バ

スの頻繁な往来を見かけて，ツアーに参加しようと

思い立った．スナック店のコンピューターで予約で

きそうだったので試みたが，結局予約まで詰めきれ

なかった．ホテルに日系の旅行社の事務所があった

ので，都合良く参加することができた．これはかえっ

て良かったと思う．ガイドさんは日系の人であり，自

己紹介では前半生を日本で暮らした経歴を持ってお

り，言葉に訛りがなく気楽に説明を聴けた．

ハワイ島は南北 ����)，東西 ����)，面積で

�����)�以上，の大きさで �@$� :�� �����2の異名

がある．伊豆の「大島」と同じ様な感覚で受け取ら

れているのか，面積では秋田県より小，宮城県より

大�東京都の約 �倍と見ればよい．バスの経路は，カ

イルアから海岸沿いに北上して幾つかのホテルで乗

客（すべて日本人であり最終的に満員に近かった．）

を拾ってから，マウナケア・コハラ両火山間の鞍部

を横切り，東岸のヒロ市に出る．ヒロから山中に入

りキーラウェアカルデラを見る．それから東南方の

黒砂海岸へ出て次に西岸へ回り，北へ向かいカイル

アに戻る，というものである．プウウオオ火口には

回らないのが残念であった．小型の自動車ならば行

けるのかも知れない．プウウオオは「世界でただ一

つの自動車で行ける噴火口」とされているから．

熔岩に関する話が幾つかあった，

山肌に「落書き」がある．「ハワイ島の石は黒い熔

岩か珊瑚礁起源の白い石かどちらかである．白い石

を拾って黒い山肌に置くことで字が書ける．これは

消すのが容易でない．」「熔岩でできた土地は水が地

面に保持されないので大変乾燥する．健康に大変良

い．家がカラカラに乾くし病気も治る．噴火しても

安全である．日本では土地に雨が取り込まれている

から熔岩が昇ってくると爆発する．生活用水の雨水

を蓄えるための水槽は必要だが，ここに家を建てて

住みたい人は居ませんか？」

これには手を挙げる人が居なかった．御婦人方の

反応は「熔岩なんてねェ」というものであった．

「熔岩の上に生える木がある．赤い花を咲かせ「ハ

ワイの木」になっている．」

「ハワイの熔岩には「アア熔岩」がある．これは

表面が粗くてその上を素足で歩くと怪我をして「ア

ア」と声を挙げるからである．」　

聴いた時は下手な洒落だと思ったが，
����を持

つ �7�78� の表記を考え合わせると，事実かしら，と

思いたくなる．

「ハワイでは深海水を汲み上げて日本へ輸出して

いる．」　実際に日本で「ハワイ産」を表示して深

海水を販売する業者がある．火山の山肌の傾斜がが

そのまま海中に続き，火山体のために海底が普通よ

りも深く沈んでいるのが利点か？ 海底の傾斜は普

通 �(��，場所（例えば南端）を選べば �(�位で深さ

����)にまで達する．それより深い所は別問題であ

る．船を出して汲み上げても引き合い，商売になる

かも．

マウナロア山体の海面下の高さは約 �'�)��）との

値が引用されている．ハワイ島付近だけの海底地形

をみても ���)までは確認できる．山体全部の体積

�万立方キロメートルは世界一で�ワシントン州のレ

イニエー火山の ���倍という．

「ヒロは津波の害をたびたび受け，日本人街が壊

滅したことさえある．地震が日本で起きてもチリで

起きても !波高 ��)% ，アラスカで起きても !��)%

，アリューシヤンで起きても津波が来るから堪った

ものでない・・・．今は堤防を高くしてあるが・・・．ヒ

ロ市には �@�+��)� �+��+)がある．」

確かに，ヒロ湾には「ブロンド・リーフ」の上に

'�)くらい延びる �3	���9���	がある．大洋の真

ん中では津波の波高は低いはず，と漠然と考えてい

たが，認識不足であった．ハワイ諸島やハワイ海嶺

での地形・海底の高まりのために，太平洋岸と同じ

ように（以上に？）波も高まるのが当然である．

「ヒロでは天文台のことを考えて街灯が無い．」

信じにくかったが，ハワイ島全体で屋外の照明に

規制がかけられているのは事実．上向き照明のライ

トや建物のネオン灯照明が禁止されている �）．

「あれは日本でテレビコマーシャルで放送されて

いる「気になる樹」である．テレビに出ている樹は

ホノルルに生えているものだが」．この樹は何ケ所

かで見かけた．「日本人は初めサトウキビ畑で働くた

めに来た．日本から桜の木や何種類かの野菜を持っ

てきた．今はサトウキビ畑はなくなった．ヒロの人

口 ��万人のうち，日系の人は �(�である．」

「砂糖の後の代わりの作物としてはグァバ（果実），

ユーカリの木（製紙原料），マカダミアナッツ等が
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ある．冬がないので成長が早い．」

食事・トイレ休憩のためにはショッピングセンター・

観光農園・チョコレート工場・コーヒー園などを使っ

た．便所の表示は �/=�A B 0="��Aであった．

ヒロ市近くでは水色のシートで覆われた家を幾つ

も見た．「あれは白蟻・鼠・ゴキブリを駆除するため

に四，五日かけて燻蒸している．ハワイでは数年ご

とに燻蒸しなければならない．」

ヒロからキーラウエアへ向かった．「ここでは高速

道路を走っていると，知らず知らずのうちに標高が

高くなる」．ハワイ火山国立公園へ行くにはただ一

つの縦貫道路しかない．

�� 「カルデラ」と「火口」

パスはキーラウエアカルデラの縁に止まった．す

ぐカルデラ壁を降りて固まった熔岩の上を歩くこと

ができる !図 ��% ．薄氷のようにバリバリと音がし

図 �� キーラウエアカルデラの中で

て熔岩が割れた．パーホイホイ熔岩が薄く拡がり流

れて固まったものである．その破面も破面に現れた

泡の内表面もガラス光沢をもっていて，ガラスであ

るとわかった．

ジャガー博物館（「ジャガー」は研究者の名前）が

火口壁のすぐ外側にある．展示（ペレの涙，髪の毛

も）があり，ペレの髪の毛と涙のことを「玄武岩ガ

ラス !3����� �����% から成る」と端的に説明してい

た !図 ��%．グッズ・書籍売場もある．透明な壁を隔

てて多数の地震計が動作し，記録紙が回転している

のが見える．これは研究所の一部である．地震計が

噴火を必ず予知する，と考えられている．また地震

図 �� ペレの髪の毛の標本

波の伝播からマグマ溜まりの位置・形が解析される
�	）．他方で地上での傾斜計や C41�）で観測が続け

られている．上空（スぺースシャトル）からの日々

のレーダー背面反射像を干渉計的に処理（隣り合う

日々の間の像の相関を調べ，相関しない部分に新し

い熔岩の堆積があると判断する）研究があった ��）．

熔岩の噴出量率 !�)�(秒%・拡がり率 !'�����)�(日%

と，流動による噴丘表面の変形が解析されている．

マグマ溜りの形は重力分布から推定されるし �），

また地震波速度を観察すると，固化した火道・マグ

マ溜まりでの速度が極端に速いことから，それらの

分布を推定できる �	）．

カルデラの外径は ��'�)くらいある．カルデラ

壁の面は噴出物が積もったものだから黒い筈，と思っ

て見ると白い層も挟まっている !図��%．シリカの多

図 �� キーラウエアカルデラの火口壁

い熔岩・火山灰が噴出した時期があったのだろうか．

バスでカルデラの他の部分へ行くと，カルデラに

比べては小さいハレマウマウ火口がある．キーラウ
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エアの火口原にぽっかり穴が開いた形になっている．

柵があって孔の近くには近づけない．「ハレマウマウ」

は「羊歯の家」を意味する．固化した熔岩上に初め

て生える植物が羊歯である．

キーラウエアの傍らからマウナロアの山腹が立ち

上がっているはずだが，高く聳えているという感じ

はない．マウナロア山頂までの水平距離は ���)く

らいで，これは田子の浦・富士山頂間の水平距離よ

り少し短いが，垂直距離は約 ����)短い．山腹の傾

斜が凸にカーブして頂上が見通せないためか，見通

せても突出した山頂がないためか．

現地の資料では，キーラウエアを「カルデラ」と

するものと「クレーター」とするものとがある．「ク

レーター」は「杯」を語源とし，「カルデラ」は火山起

源，直径 ��)以上の凹地形ということだから，キー

ラウエアクレーターはカルデラでもある，と観念し

て良い場合があるのだろう．

�� ガイドツァーから（続き）

キーラウエアから下って，周辺の洞穴や洞穴から

流れ出る川などをそれぞれ回り，黒砂海岸へ降って

しばし停車，水際に佇む !図 ��% ．

図 �� 黒砂海岸のひととき

ルーペを持ってこなかったことを悔やむ．国立公

園内では，些細なものの持ち出しも ��������� だか

ら，軽率なことはできない．

この先には「合衆国最南端」と言われる岬がある

が，道路事情のためか，時間的スケジュールのせい

か，パスして西岸へ出る．南コナ郡の西岸を北上し

てカイルアへ向かう．

「ハワイでは熔岩から溶出するミネラルがコーヒー

の味を良くする．玄武岩を砕いて土の代わりにして

いる．だからコーヒーの実は甘い．先のコーヒー園

で試せるからやって見なさい．コナコーヒーはキリ

マンジャロ・ブルーマウンテンと並んで三大ブラン

ドの一つであるが，日本人は粉コーヒーとしか思わ

ない．・・・」

実際に赤い実を採って味をみることができた．果

肉は確かに（相当に）甘いが，肉薄で量が少ない．

コーヒーは種子の利用に最適化して品種改良が行わ

れてきたのか．

「ハワイの養鶏場ではご覧のように鶏が一羽ずつ

家（高さ '�#)くらいの風よけのようなもの）を持っ

ている．日本と違い一戸建てである．」　熱帯だから

か．鳥インフルエンザの伝播防止にはそれなりの効

果があるだろう．
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